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Abstract
This paper reports a part of the content and results of“Joint classes between university seminars and 
local companies”which is the new career education in ２０１９.　The main activity of educational program in 
this joint class was visiting the company that manufacture automobile parts（side curtain airbags）.　As 
the pre-education for visiting the company, students wrote a resume.　In addition, the post-training provided 
students with assessments from company staff and revisions to resumes.　Based on these, the students made 
a review report of the whole joint class.　Furthermore, students created materials for explaining the company 
through group discussions.　From review reports of the １３ participated students, it was found that the 
understanding and motivation for job hunting was not high at the beginning of the class, but a sense of crisis 
for job hunting was evoked through the class.　It can be inferred that feedback from companies staff an 
effective role in this change in student’s thinking about employment.　From these results, it is important 
to utilize the experience and know-how cultivated in cooperation with local companies and local communities 
as well as universities.　The effectiveness of career education will improved.
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Ⅳ　さ い ご に
　本稿では、２０１９年度に新たにキャリア教育の１つ
として立ち上がった「大学ゼミ・地元企業ジョイン
ト授業」の紹介とともに、その成果の一部を報告し
てきた。大学２年生におけるキャリア教育・支援の
在り方について、ジョイント授業に対する学生から
の感想文等を踏まえて検討していく。
　大学２年生の段階では、まだ就職活動に向けた意
欲や知識・理解に乏しいといえる。そのため、就職
活動の対策を念頭においたキャリア教育・支援では
なく、将来、社会に出て働くことを見据えて、主体
的に自分の人生について考えさせることが重要とい
えるだろう。社会で必要とされる能力について理解
を深めることや、自分自身の価値観ならびに職業観
について考えさせることが教育の目標・目的になっ
てくるだろう。その際、大学のみならず、地域企業
や地域社会と連携し、培われてきた経験やノウハウ
を活用することは、キャリア教育の効果を高める一
表１　学生１３名の感想文
感想文
今回、エアバックの製造現場という、あまり見ることができない工場内の見学をさせていただいた。初めて知るこ
とばかりでとても新鮮だった。また、会社の方からエアバックのことだけではなく自分たちが４年生になってから
行う就活などでの大切なことや履歴書について、企業側から見たポイントを教えていただいて凄く勉強になった。
当たり前のことだけど、挨拶だったり、笑顔だったり、自分の個性を相手にどう良く見せるかがどれだけ大変なの
かがわかった。まだ就活として経験はしていないけれど、それらのことを先に知ることができたので、これを自分
の就活に生かしていきたい。
１
初めに履歴書の作成に向けた取り組みをして、自分の字の汚なさや文章力に気づいた。履歴書の写真は家にあるや
つを急いで貼ったので、そのあたりもしっかり指摘されてしまった。写真は第一印象なので、次からはスーツで表
情を明るく撮りたいと思った。あと、履歴書にはなるべくマイナスな印象になるような事は書かないようにするこ
とも大切だとわかった。工場見学に行って、大学生じゃなく高校生と思われるくらい落ち着きがなかった。面接官
は入った瞬間からいろいろなところを見ているということなので、面接場所付近から身だしなみや行動に気をつけ
たいと思った。就活前にこのような体験ができて、修正や良い所など反省点がみつかったので、この経験を活かし
ていきたいと思う。
２
私は今回のジョイント授業を通して、自分が社会に出たら何も知らず行動出来ないという事が改めてわかった。ま
ず、履歴書を書くことからだったが、自己アピール、学生生活を通して得たこと、そして志望動機など、自分が就
職するか分からない企業だからと思ってしまい、全く書けなかった。このままだったら、自分が就職したい企業の
面接に行った時など、臨機応変に対応できないなと感じた。また、実際に企業体験に行って、企業の方達が働いて
いるところを見て、自分は毎日しっかり働けるのだろうかと不安に感じた。ちゃんとした学生生活を送らないと、
企業に行ってちゃんとした社会生活を送れないと感じたので、これからはまず、学生生活を見直していきたい。
３
大学生になって初めて工場見学に行った。扉を開けると耳が壊れそうなほどの騒音だったが、そういう中でも仕事
をしている人がいることを知ることができた。作業をしている人は喋っている人は少なく、集中している印象だっ
た。社員の人からの会社説明の話では難しいことがたくさんあった。入社している人がどういう保障で働いている
のか、どういった時間や給料手当かを教えてもらった。こういった経験をして、社会に出るための準備がまだでき
てないのだとわかった。ワイワイやる場所ではなく自分の受け持った仕事をこなすことが大事になってきて、１人
が狂えば他の人にも迷惑になってくるので、いわゆるチームプレイで仕事をやっていくのだとわかった。立派な社
会人になるためにこれからは自分のやるべきことをしっかりとこなして大人の階段を上がっていこうと思う。
４
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感想文
履歴書を自分の言葉で考えて書くのはとても大変な事だということがわかった。どうすれば自分の言葉で入りたい
企業に気持ちを伝えるかというのは難しいものだったが、今回、企業の方に見ていただいて、良いアドバイスをも
らえた。工場見学をして、そこで働いている方々は、自分のやるべき事をしっかりと行っていた。今の自分みたい
に何に対しても中途半端な気持ちで生活していると社会では通用しないのだということを実感した。就職すると言
うのはとても難しいことだと分かったので、今のうちから社会に入るための力を身につけておきたいと思った。
５
ジョイント授業で会社に行き、会社説明を聞いて、その会社のことがよくわかった。社会人の方たちは、自分たち
みたいにヘラヘラしていなかったし、ちゃんとしている人ばかりで、みんながすごくたくましい人たちに見えた。
工場見学をして、１つのエアバックにすごい量の糸や物を使っていてすごく驚いた。この会社では運転席の前にあ
るエアバッグじゃなくてサイドエアバッグを作っている説明を聞き、頭がいいなと思った。まだサイドエアバック
が付いていない車があるのでこれからすごく伸びる商品に間違いないなと思った。
６
実際にジョイント授業に参加して、働くことの重大さや責任感、やりがいなど、自分が何をしたいか、どんな職に
つきたいかを真剣に考えていかないといけないと感じた。今やりたいことは特になく、曖昧な生活になっているの
で、選択肢を絞りつつ、広くそして深く知識を深めて、就職活動に臨んでいきたい。また、今回のジョイント授業
で勤務形態や休み、保険等の詳しい会社の内面までも知ることができたので、このようにジョイント授業を開いて、
受け入れてくださった企業の関係者の方々に感謝したい。この機会をこれからの就職活動の参考にし、自分の中で
満足いく結果を出していきたい。
７
私は今回のジョイント授業に向けて、初めて企業向けの履歴書を書いた。自分がこれまでに学んだことや長所など
を特に企業にアピールしないといけないけど、実際書くとなると自信を持って書けることが少なくて困った。もっ
と、今自分のやっていることを一生懸命に頑張らないと何も学ぶことはないなと思った。工場見学をして、心に
残っている言葉は、信頼を得ることが大事だということです。お客様に物を提供する側は少しのミスも許されない
ため、出荷する前に何回も人の目で見て点検したりしていて、ここまでやらないと人の信頼を得ることはできない
のだなと思った。私も何かをやるときは中途半端にせず、最後までやり遂げたいと思った。これから企業説明会な
どに参加することが多くなっていくと思うけど、自分の興味があるものを見つけて参加しないと、意味の無いもの
になると思うので、半端な気持ちで参加するのではなく、自分はそこに興味がある、そこで働きたいという思いを
持って、参加していきたいと思う。
８
私は、今回のジョイント授業で、初めて履歴書を作成し、エアバッグ工場に実際に行って、工場見学や会社説明を
聞いた。履歴書の作成では、自己 PR と志望動機などのアピールをしないといけない欄があり、それを書くのにと
ても苦労した。特に志望動機は、実際の経験を具体的に書いて、就職してどのような形で役立てたいかを書かない
といけなかったので、難しいと感じた。履歴書は分かりやすく、具体的に、多めに書かないといけないと学んだ。
次に工場見学や説明は、実際にどのような仕事をして、どのような会社のシステムなのかを知ることができた。私
はまだ会社という仕組みがよくわかっていなかったが、今回の説明でよくわかった。私は今回のジョイント授業で、
実際にこのような行程で就職活動を行うということを学ぶことができたので、自分も希望の会社に内定をもらえる
ように今回の経験を活かしていきたいと思った。
９
企業を中まで入って説明や見学をしたのは初めてだったのでとても新鮮だった。今回はエアバッグの会社でしたが、
どういう会社なのか、仕事内容などわかりやすい説明を受けた。びっくりしたのは休みが思ったより多かったこと
だ。会社の中を見回って社員の方を見ると本当にやりがいを感じながら仕事をしているのだなと思った。工場内で
は皆さんプロだなと感じた。また、この機会で自分がこれから何をしたいのか、何にやりがいを感じるのかを考え
させられた。そして会社を選ぶ時に何を大事にすべきかを学んだ。このような機会が増えればもっと自分について
考えられると思った。
１０
今回ジョイント授業を受けてみて感じたことは、就職活動の準備がまだまだ足りないなということである。履歴書を
書くだけで手こずっていたので、来年から始まる就職活動が少し不安になったが、今回、履歴書を書く上で重要なこ
とを少し理解することができたかなと思う。履歴書で自分らしさのアピールやその会社をしっかりと調べ、企業理念
を理解した上で履歴書を書く必要があるということも分かったので一年後の就職活動に活かしていきたいと思う。
また、実際に働く現場を見る機会は少ないと思うので現場の雰囲気などを見ることができていい経験になった。
１１
今回の授業では、履歴書を書きましたが、履歴書の書き方にもいろいろとあり、初めて知ったこともあった。今ま
では、何となくで書いていたところもあったが、これから先、履歴書を書く機会が増えてくるし、ひとつひとつ細
かい部分も覚えていかないといけないと思った。企業訪問については、実際に現場に行くことで感じ方も違った。
初めて工場内を見ることができたこともとても良い経験になったと思う。職業は数多くある中、今回行った企業は
とてもいい場所だと感じた。早い時期に何になりたいかを決めて、実際に行動していかなくては行けないと思った。
１２
私は、今回の工場見学には部活動の試合と重なり、行くことができなかったが、履歴書の作成を行って、自己ア
ピールの難しさや文章構成、提出する企業に対する配慮など、私自身の能力がまだまだ足りないことを実感した。
また、就活に対する意識を変えなければならないことや、他の学生に出遅れないように少しずつ就活をする準備を
しなければならないと思った。
１３
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助になるといえる。これら活動を通して、学生自身
が自己の日常生活や能力、学修へと目を向け、行動
へと移行していけることが理想である。そのために
は、単発的な取り組みにせず、継続的な取り組みに
していく必要があるといえる。今回のジョイント授
業においては、事後教育の効果が非常に高かった印
象である。特に企業の方々からのフィードバックは
有効であったと考える。今後は事後教育も含めてプ
ログラムを企画・作成していくことが重要となるだ
ろう。
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